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研究成果の概要（和文）：本研究ではジェンダー・言語・メディア・サービス労働の関係性に焦点を当て、「女
装」をめぐる若者たちの実践を追求し、大学の女装コンテスト、女装の多様なメディア表象、女装カフェ空間と
いう三つの領域において研究を行った。女装実践に関わる若者たちにとって、女装は多様な意味・機能・帰結を
齎した。女装実践は、規範的ジェンダー・セクシュアリティ表象を批判的に再構築する「自由」の表現である一
方、非伝統的な表現への望まない好奇の視線を招き、性表象を商品化し消費を促すスペクタクルになるという両
義的な側面があった。本研究は女装の実践がジェンダー・バイナリーな対立に還元されない両価的な意味を指標
することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the relationship between gender, language, media 
and service labor utlizing the practices of young people doing josou or cross-dressing as the main 
focus. Our data sources included josou contests at Japanese universities, various media 
representations of those doing josou, and josou in service-related industries such as josou cafes 
where customers are waited on by young men in dresses. For young people participating in the 
practice of josou, we found that it had various meanings, functions, and consequences. While josou 
is a free expression of gender that critically and creatively reconstructs the normative gender and 
sexuality representations, it invites looks of unwanted curiosity and desire while commercializing 
and glorifying the consumption of gender and sexuality. This study revealed that practice of josou 
has multiple meanings in Japanese society and cannot be reduced to simple categorization through 
masculinity, femininity and sexual orientation.

研究分野： socioinguistics
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語実践の分析を通じて、現代日本社会のジェンダー・セクシュアリティにおけるダイバーシティの複雑性を明
確化することで、ジェンダー・セクシュアリティ研究の理論的深化に貢献した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
【ジェンダー・セクシュアリティとメディア研究】日本のジェンダー研究において、メディア

は 1980 年代初頭から注目されてきた重要なトピックであり、多くの研究が、マスメディアに

おける固定的な性役割や表象を批判してきた。近年では、大きなメディア環境やコミュニケー

ション技術の変化の中で、複雑化するジェンダーのメッセージを分析した研究もなされるよう

になった。しかし、メディアの受け手の側も含めた言語の視点からの分析は充分ではない。欧

米発信の研究では、メディアにおける言語使用の表象と、そういった表象を言語使用者がミク

ロなやりとりの中で再生産する実践の双方が、社会言語学や言語人類学の分野で注視され、日

本の文脈においても同様の動向が見られる。一方、日本における情動労働やジェンダー論をめ

ぐる欧米発信のメディア研究も多数存在し、TV ドラマやアニメ等のキャラクターや物語構造と、

視聴者やファンの需要やライフスタイルとの相関関係は広く分析されている。しかし昨今のメ

ディア研究には、相互行為の言語実践を積極的に分析の資料として組み込んだものは少ない。

また、メディア化された言語と社会制度としてのサービス労働における相互行為を同時に考察

する研究も十分ではない。 

  
【ジェンダー・セクシュアリティと言語研究】日本語の「女性語」と「男性語」の違いは、国

内外の研究において広く注目を集め、人称代名詞・終助詞・語彙などにおけるジェンダー差の

言語的な特徴が明らかにされてきた。しかし近年多くの研究は、実際の言語実践は地域、階層、

年齢、セクシュアリティ、文脈によって多様であることを明らかにしてきた。Inoue(2006)は「女

性は丁寧に話す」のような本質主義的前提からのパラダイム変換を主張する。重要なのは、各

文脈における多様な言語実践が社会的実践や社会制度、ジェンダー・アイデンティティとどの

ように関わっているかをつぶさに明らかにしていくことである。例えば、Eckert(2000)は、米国

の女子高校生がグループによって多様な言語実践を展開し、言語実践がファッションや余暇活

動などの社会実践と結びついていることを明らかにした。しかし、国内の研究においては、言

語の多様性と変化を明確に浮き彫りにする若年層のジェンダー言語の研究は充分に行われてい

ない。また、ジェンダー化された言語行為が顕著に影響するサービス産業という制度的プロセ

スに直接的に焦点を当てた実証研究はまだ充分に行われていない。 

  
【制度的な場面における相互行為のジェンダー・セクシュアリティ研究】国内外において、制

度的な場面としての医療や介護、社会化に関しては、子育てにおける相互行為等を中心に研究

されている。これらは Goffman (1967)の相互行為に関する理論に基づき、「やりとり」という

ミクロな場面と社会制度というマクロなシステムの接点において研究されてきた。これらの制

度的場面における相互行為において、ジェンダーは大きな影響を与えており(江原 2001 等)、

Goffman の理論を発展させた研究に多数の分析の例を見ることができる。一方、ジェンダー化

された言語実践を、現在の日本のようなポスト産業的社会において看過できないサービス産業

という社会制度との関連で直接研究したものは少ない。 
 
２．研究の目的 
以上の背景をふまえ、本研究ではジェンダー/ 言語/ メディア/ 労働の具体的な交差点として異

性装、特に女装に着目する。当初は、メイドカフェで労働する人々に関するデータを収集する

予定であったが、本研究に必要な録音作業やその他のデータ収集作業に関して調査が困難にな

ることが判明した。そのため本研究の焦点であるジェンダー/ 言語/ メディア/ 労働の関係性を

より明瞭に読み解くことを可能にする事例として、女装の実践を中心的に追求することとし、



大学における女装コンテスト、女装の多様なメディア表象、女装カフェ空間という三つの領域

において研究を行った。 
 
３．研究の方法 
本研究研究では、大学の女装コンテスト、女装カフェ、女装サロン（女装をするための化粧サ

ービスと衣装を提供するサロン）、女装に関わるメディアの調査を行った。社会言語学者、言

語人類学者、社会学者が協働し、エスノグラフィ、社会言語学的インタビュー、ソーシャルメ

ディア・ディスコース分析など、学際的に横断した方法を援用した。具体的には、大学の女装

コンテストのイベントの打ち合わせ、イベントの直前の化粧セッション、女装コンテストイベ

ント、女装カフェ（男の娘カフェ）でのパフォーマンスや言語実践、女装サロンでの女装のプ

ロセスなどを観察した。また、様々な女装の実践者および関係者（大学の女装コンテスト参加

者、企画者、メイキャップ担当者、女装サロンオーナー、女装カフェ従事者、高校の女装コン

テストを手伝う母親たちなど）に インタビューを行った。さらに、イベントや店のツイッター

分析、女装に関する TVのバラエティ番組の分析なども行った。 
 
４．研究成果 

当初、本プロジェクトはメイドカフェで労働する人々に関するデータを収集する予定であった。

メイドカフェはジェンダーをめぐるメディア表象に深く関連しており、ジェンダー化されるサ

ービス労働を研究する上で重要な文脈であり、メイドたち本人を対象とした調査では貴重な情

報が得られるであろうと期待された。しかし問い合わせたメイドカフェのほぼ全てにおいて、

本研究に必要な録音作業やその他のデータ収集作業に関する厳格な規則が存在しており、デー

タ収集は極めて困難になることが判明した。また、現時点においてメイドカフェ文化はある程

度安定したビジネスモデルを確立しており、そのような規則を例外的に緩和させる意図も見ら

れなかった。このような経緯で、本研究はその主眼をメイドカフェから改め、新たに「女装」

へ変更するに至った。本研究の焦点であるジェンダー/ 言語/ メディア/ 労働の関係性をより明

瞭に読み解くことを可能にする事例として、女装の実践を中心的に追求することとし、三つの

領域において研究を進めた。 

  
第一の研究領域は、大学における女装コンテストの観察、および参加者、企画者、メイキャッ

プのスタッフのインタビューと観察調査である。この調査からは、女装をめぐる意味付けが、

トランスジェンダー、フェミニズム、ミソジニー、パフォーマンス、アイデンティティを巡り、

複雑に構築されていることが明らかになった。その多様な意味付けは、時に対立し合っており、

変化しつつある日本のジェンダーとセクシュアリティの言説を読み解く鍵となっていた。 

  
第二の研究領域は、女装の多様なメディア表象である。テレビ番組をはじめとするメディアコ

ンテンツの言語分析を通して、こうしたメディアは一方では、表面上は女装実践者を平等に取

り込んているように見えながらも、他方では、女装実践者を物象化し、女装実践者へのネガテ

ィブなイメージを助長していることを明らかにした。メディアにおける女装は、結果として、

性表象を商品化し消費を促すスペクタクルとして機能しており、既存のジェンダー・セクシュ

アリティ規範を強化するものになっていた。 

  
第三の研究領域はコミュニケーションのジェンダー化とサービス労働の関係である。事例とし

て「女装カフェ」に着目し、フィールドワークを中心に調査を行った。労働者へのインタビュ



ーを通して、女装カフェという空間とそこでの美的・経済的関係性が個々人の政治的関心やア

イデンティティ構築に及ぼす影響を考察した。調査協力者にとって、女装カフェの空間は、両

価的な意味を持っていた。女装カフェの空間は、非伝統的なジェンダー・セクシュアリティ表

現を可能にし、規範の変容の契機を提供する一方で、望まない好奇の視線を招き、「ふつうで

あること」を談話的に構築することを拒む場でもあることが明らかになった。 

 
女装実践は、規範的ジェンダー・セクシュアリティ表象を批判的・創造的に再構築する「自由」

の表現である一方、性表象のスペクタクルに繋がりうるいう両義的な側面があることが明らか

になった。本研究は女装の実践が男性性・女性性や性的指向などにおけるバイナリーな対立に

還元されえない両価的な意味を指標することを明らかにした。 
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